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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第84期

会計期間

自平成20年
　４月１日
至平成20年
　６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
　３月31日

売上高（千円） 3,260,1555,054,956

経常利益又は経常損失(△)（千円） △3,774,973△1,515,174

四半期（当期）純利益又は純損失(△)（千円） △2,154,90944,924

純資産額（千円） 9,332,96114,709,572

総資産額（千円） 24,991,32329,075,445

１株当たり純資産額（円） 105.45 132.31

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は純損失金額(△)（円） △26.23 0.55

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － 0.48

自己資本比率（％） 34.7 37.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,249,278545,551

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,681,256△923,651

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
988,821△1,350,740

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 2,186,3811,758,812

従業員数（人） 190 135

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第85期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当た

り四半期純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。 

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間より、佛山市南海新日紡紡織服飾有限公司、エーアイ・バリュー・パートナーズ投資事業

有限責任組合及び有限会社エンプレオは、清算または解散したため、関係会社から除外しております。

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 190 (301)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

及び契約社員を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第１四

半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 20 (1)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者及び契約社員を含む。）であり、

臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を

（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　特記事項はありません。

 

(2）受注状況

　特記事項はありません。

 

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

マーチャント・バンキング事業（千円） 2,364,846

ホスピタリティ＆ウェルネス事業（千円） 970,460

合計（千円） 3,335,307

　（注）１．金額は、セグメント間の取引控除前のものであります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．事業区分の方法等につきましては、「第５経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情

報）」に記載しております。

４．当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

株式会社東京ロジテック 430,000 13.2

東邦薬品株式会社 366,415 11.2
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２【経営上の重要な契約等】

　特記事項はありません。

 

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間（以下、当第１四半期）におけるわが国経済は、個人消費及び設備投資が横ばいで推移

し、企業収益が減少傾向に転じるなど、従来の緩やかな景気回復基調から一転足踏み状態となっております。先行きに

つきましても、サブプライム住宅ローン問題を背景とするアメリカの景気後退懸念や株式・為替市場の変動、原油価

格の動向等から、景気後退リスクが高まっております。

　当社グループの主要な事業領域である国際金融・資本市場、国内不動産市場をみると、株式市況の低迷や不動産取引

の停滞、並びにこれらを背景とした信用収縮の影響等により、依然として厳しい市場環境が続いております。

　このような経済状況のもとで、当第１四半期の売上高は、マーチャント・バンキング事業において投資案件の回収が

順調に進んだことなどから、3,260百万円となりました。

　一方で、株式・不動産市況の低迷等のあおりを受けた投資先の経営破たんによる連結子会社の投資損失3,090百万円

を大きな要因として、営業損失3,635百万円、経常損失3,774百万円となりました。

　また、上記の経常損失に加えて、繰延税金資産の取崩し等による法人税等調整額1,012百万円を計上した一方で、上記

投資損失3,090百万円のうち少数株主（当社以外の出資者）に属する損失2,535百万円が控除されること等により、四

半期純損失2,154百万円となりました。

 

　事業の種類別セグメントの概況・業績は以下のとおりであります。なお、当第１四半期より、繊維事業撤退により金

額が僅少になったことから「その他事業」の区分を廃止しております。

 

（マーチャント・バンキング事業）

　当事業部門におきましては、海外企業や販売用不動産の投資回収が順調に進展し、売上高2,364百万円となりまし

た。しかしながら、上記の3,090百万円の損失のほか、投資有価証券の評価損などにより、営業損失3,421百万円とな

りました。

（ホスピタリティ＆ウェルネス事業）

　当事業部門におきましては、ガソリン高の影響によるレジャー需要の落ち込みの影響や公営施設の運営受託の開

始に伴う一時的な支出などにより、売上高970百万円、営業損失39百万円となりました。 

 

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、2,186百万円となり、前連結会計年度末

の1,758百万円と比べて428百万円の増加となりました。各キャッシュ・フローとそれらの要因は以下のとおりであり

ます。

 

　当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において営業活動の結果得られた資金は2,249百万円となりました。

　これは主に、税金等調整前当期純損失3,729百万円であったものの、積極的な投資回収により、営業投資有価証券の減

少額5,168百万円、営業貸付金の減少額815百万円、たな卸資産の減少額407百万円及び前受金の増加額327百万円あっ

たことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において投資活動により使用した資金は、2,681百万円となりました。

　これは主に、子会社株式会社アセットオペレーターズが、ホテル日航茨木大阪（大阪府茨木市）の土地建物に係る信

託受益権を取得したことによる支出が2,705百万円があったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において財務活動により得られた資金は、988百万円となりました。

　これは主に、子会社株式会社アセットオペレーターズが、ホテル日航茨木大阪（大阪府茨木市）の土地建物に係る信

託受益権を取得した際の長期借入れによる収入が1,500百万円、長期借入金の返済が407百万円あったことによるもの
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であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、当社連結子会社である株式会社アセット・オペレーターズが、自社で運営管

理するホテル物件の土地及び建物等に係る信託受益権を購入したことにより、これが新たに当社グループの主要な

設備となりました。その設備の状況は、次のとおりであります。

 

国内子会社 

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の
内容

帳簿価額（百万円）
従業員数
（人）

建物及び
構築物

機械装置
及び運搬
具

土地
(面積㎡)

その他 合計

株式会社アセッ

ト・オペレー

ターズ

ホテル日航茨木

大阪

（大阪府茨木市）

ホスピタリ

ティ＆ウェル

ネス事業

ホテル 1,817,865－
773,000

（7,168.66）
－ 2,590,86571

（注）金額には消費税等は含まれておりません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

 　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

　 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 82,291,567 82,291,567
 大阪証券取引所市場二部

 福岡証券取引所
－

計 82,291,567 82,291,567 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　当社が発行した新株予約権等は、次の①から⑧に記載するとおりであります。なお、このうち、①から④は旧商

法に基づき、⑤から⑦は会社法に基づき発行したストック・オプションとしての新株予約権であります。⑧は、

平成13年改正旧商法341条ノ２の規定に基づき発行した転換社債型新株予約権付社債（2005年12月22日付発

行）に係る新株予約権であります。

 

①　平成16年６月25日定時株主総会特別決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 564

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,128,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり220

新株予約権の行使期間  平成18年６月25日～平成21年６月24日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

 発行価格　　220　　

 資本組入額　110

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、

当社の取締役、監査役若しくは従業員の地位にあることを

要する。ただし、任期満了による退任、定年退職等その他正

当な理由ある場合はこの限りではない。

　新株予約権行使日の前日の証券取引所における当社普通

株式取引の終値が１株当たり払込金額の1.5倍以上である

ことを要する。

　その他条件は、株主総会及び新株予約権発行の取締役会決

議に基づく、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間

で締結した「新株予約権割当契約書」の約定による。

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡、質入その他処分はこれを認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、2,000株であります。

２．新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により
生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝  調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調
整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

    
 

既発行
株式数

 
＋

新規発行または自己
株式の処分株式数

×
１株当たり
払込金額

調整後
払込金額

＝
調整前
払込金額

×
新規発行または自己株式の処分の前の時価

既発行株式数＋新規発行または自己株式の処分株式数
また、当社が存続会社となる合併により新株予約権が承継される場合、または当社が他社と株式交換により
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完全親会社となる場合、当社は払込金額を調整する。
３．平成17年６月24日開催の当社取締役会の決議に基づき、平成17年11月21日付をもって普通株式１株を２株
に分割したことにより、「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」、「新
株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。

４．割当を受けた者の退職等により、２個の新株予約権が消滅しております。
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②　平成16年６月25日定時株主総会特別決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 24

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 48,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり208

新株予約権の行使期間  平成18年６月25日～平成21年６月24日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

 発行価格　　208　　

 資本組入額　104

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、

当社の取締役、監査役若しくは従業員の地位にあることを

要する。ただし、任期満了による退任、定年退職等その他正

当な理由ある場合はこの限りではない。

　新株予約権行使日の前日の証券取引所における当社普通

株式取引の終値が１株当たり払込金額の1.5倍以上である

ことを要する。

　その他条件は、株主総会及び新株予約権発行の取締役会決

議に基づく、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間

で締結した「新株予約権割当契約書」の約定による。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他処分はこれを認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、2,000株であります。

２．新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により
生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝  調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調
整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

    
 

既発行
株式数

 
＋

新規発行または自己
株式の処分株式数

×
１株当たり
払込金額

調整後
払込金額

＝
調整前
払込金額

×
新規発行または自己株式の処分の前の時価

既発行株式数＋新規発行または自己株式の処分株式数
また、当社が存続会社となる合併により新株予約権が承継される場合、または当社が他社と株式交換により
完全親会社となる場合、当社は払込金額を調整する。

３．平成17年６月24日開催の当社取締役会の決議に基づき、平成17年11月21日付をもって普通株式１株を２株
に分割したことにより、「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」、「新
株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。

４．割当を受けた者の退職等により、10個の新株予約権が消滅しております。
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③　平成17年６月24日定時株主総会特別決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 479

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 958,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり404

新株予約権の行使期間  平成19年６月25日～平成22年６月24日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

 発行価格　　404　　

 資本組入額　202

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、

当社の取締役、監査役若しくは従業員の地位にあることを

要する。ただし、任期満了による退任、定年退職等その他正

当な理由ある場合はこの限りではない。

　新株予約権行使日の前日の証券取引所における当社普通

株式取引の終値が１株当たり払込金額の1.5倍以上である

ことを要する。

　その他条件は、株主総会及び新株予約権発行の取締役会決

議に基づく、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間

で締結した「新株予約権割当契約書」の約定による。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他処分はこれを認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、2,000株であります。

２．新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により
生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝  調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調
整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

    
 

既発行
株式数

 
＋

新規発行または自己
株式の処分株式数

×
１株当たり
払込金額

調整後
払込金額

＝
調整前
払込金額

×
新規発行または自己株式の処分の前の時価

既発行株式数＋新規発行または自己株式の処分株式数
また、当社が存続会社となる合併により新株予約権が承継される場合、または当社が他社と株式交換により
完全親会社となる場合、当社は払込金額を調整する。

３．平成17年６月24日開催の当社取締役会の決議に基づき、平成17年11月21日付をもって普通株式１株を２株
に分割したことにより、「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」、「新
株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。

４．割当を受けた者の退職等により、92個の新株予約権が消滅しております。
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④　平成17年６月24日定時株主総会特別決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 12

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 24,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり183

新株予約権の行使期間  平成19年６月25日～平成22年６月24日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

 発行価格　　183　　

 資本組入額　 92

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、

当社の取締役、監査役若しくは従業員の地位にあることを

要する。ただし、任期満了による退任、定年退職等その他正

当な理由ある場合はこの限りではない。

　新株予約権行使日の前日の証券取引所における当社普通

株式取引の終値が１株当たり払込金額の1.5倍以上である

ことを要する。

　その他条件は、株主総会及び新株予約権発行の取締役会決

議に基づく、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間

で締結した「新株予約権割当契約書」の約定による。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他処分はこれを認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、2,000株であります。

２．新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により
生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝  調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調
整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

    
 

既発行
株式数

 
＋

新規発行または自己
株式の処分株式数

×
１株当たり
払込金額

調整後
払込金額

＝
調整前
払込金額

×
新規発行または自己株式の処分の前の時価

既発行株式数＋新規発行または自己株式の処分株式数
また、当社が存続会社となる合併により新株予約権が承継される場合、または当社が他社と株式交換により
完全親会社となる場合、当社は払込金額を調整する。

３．平成17年６月24日開催の当社取締役会の決議に基づき、平成17年11月21日付をもって普通株式１株を２株
に分割したことにより、「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」、「新
株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。
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⑤　平成18年６月27日定時株主総会特別決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 240

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 240,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり281

新株予約権の行使期間  平成20年６月28日～平成23年６月27日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

 発行価格　　281　　

 資本組入額　141

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、

当社の取締役、監査役若しくは従業員の地位にあることを

要する。ただし、任期満了による退任、定年退職等その他正

当な理由ある場合はこの限りではない。

　その他条件は、株主総会及び新株予約権発行の取締役会決

議に基づく、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間

で締結した「新株予約権割当契約書」の約定による。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他処分はこれを認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２．新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により
生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝  調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調
整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

    
 

既発行
株式数

 
＋

新規発行または自己
株式の処分株式数

×
１株当たり
払込金額

調整後
払込金額

＝
調整前
払込金額

×
新規発行または自己株式の処分の前の時価

既発行株式数＋新規発行または自己株式の処分株式数
また、当社が存続会社となる合併により新株予約権が承継される場合、または当社が他社と株式交換により
完全親会社となる場合、当社は払込金額を調整する。

３．割当を受けた者の退職等により75個、権利放棄により360個の新株予約権が消滅しております。
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⑥　平成19年７月10日取締役会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 265

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 265,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり188

新株予約権の行使期間  平成21年７月11日～平成24年７月10日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

 発行価格　　188　　

 資本組入額　 94

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、

当社の取締役、監査役若しくは従業員の地位にあることを

要する。ただし、任期満了による退任、定年退職等その他正

当な理由ある場合はこの限りではない。

　その他条件は、新株予約権発行の取締役会決議に基づく、

当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結した

「新株予約権割当契約書」の約定による。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他処分はこれを認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２．新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により
生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝  調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調
整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

    
 

既発行
株式数

 
＋

新規発行または自己
株式の処分株式数

×
１株当たり
払込金額

調整後
払込金額

＝
調整前
払込金額

×
新規発行または自己株式の処分の前の時価

既発行株式数＋新規発行または自己株式の処分株式数
また、当社が存続会社となる合併により新株予約権が承継される場合、または当社が他社と株式交換により
完全親会社となる場合、当社は払込金額を調整する。

３．割当を受けた者の退職等により115個の新株予約権が消滅しております。
 

EDINET提出書類

アセット・インベスターズ株式会社(E00545)

四半期報告書

14/34



⑧　平成17年12月5日取締役会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 805

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 11,434,659

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり352

新株予約権の行使期間  平成18年１月５日～平成22年12月８日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

 発行価格　　352　　

 資本組入額　176

新株予約権の行使の条件

転換価額の修正

　2007年1月6日(日本時間。以下「決定日」という。)まで(同

日を含む。)の10連続取引日(終値のない日を除く。)の大阪

証券取引所における当社普通株式の普通取引の毎日の終値

の平均値で、1円未満の端数を切上げた金額(以下「決定日

価額」という。)が、決定日において有効な転換価額を1円以

上下回ったため、転換価額は、当社の413円から、2007年1月

23日(日本時間)決定日価額と、決定日に有効な転換価額の

85％未満と比して高い価額の352円に修正された。

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡、質入その他処分はこれを認めない。

代用払込みに関する事項

　本新株予約権を行使したときは、当該新株予約権に係る社

債の全額の償還に代えて当該新株予約権の行使に際して払

込をなすべき額の全額の払込とする請求があったものとみ

なす。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

新株予約権付社債の残高（千円） 4,025,000

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式の数は、14,204株であります。

２．新株予約権の数、目的となる株式の数、または行使時の払込金額は、新株予約権の行使の条件により変動する
可能性があります。

３．行使により195個の新株予約権が減少しております。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 82,291,567 － 3,719,288 － 2,916,173

　

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

 

 

（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　140,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  81,862,000 81,862 －

単元未満株式 普通株式 　　289,567 －
１単元(1,000株)未満の

株式

発行済株式総数 82,291,567 － －

総株主の議決権 － 81,862 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれております。

２．「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式303株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

アセット・インベスター

ズ株式会社

東京都千代田区内幸町一丁

目１番１号
140,000 － 140,000 0.17

計 － 140,000 － 140,000 0.17
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
　４月

 
　５月

 
　６月

最高（円） 69 64 54

最低（円） 53 52 32

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受

けております。

　なお、太陽ＡＳＧ監査法人は、平成20年７月15日付けをもって、法人組織を有限責任監査法人に移行し、名称を太陽Ａ

ＳＧ有限責任監査法人に変更しております。

　また、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　　第84期連結会計年度　　　　　　　新日本監査法人（現 新日本有限責任監査法人）

　　第85期第１四半期連結累計期間　　太陽ＡＳＧ有限責任監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,186,381 1,758,812

受取手形及び売掛金 632,781 160,123

営業投資有価証券 ※2
 8,470,717

※2
 13,643,865

営業貸付金 2,690,970 3,506,030

たな卸資産 ※2
 1,538,311

※2, ※3
 1,947,952

繰延税金資産 743,112 2,160,693

その他 1,441,867 1,221,806

流動資産合計 17,704,143 24,399,283

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※2
 1,347,495

※2
 1,334,024

信託建物 ※2
 1,817,865 －

機械装置及び運搬具（純額） 59,275 83,726

土地 ※2
 1,870,615

※2
 1,868,193

信託土地 ※2
 773,000 －

その他（純額） 290,766 288,931

有形固定資産合計 ※1
 6,159,018

※1
 3,574,876

無形固定資産

その他 10,889 11,790

無形固定資産合計 10,889 11,790

投資その他の資産

投資有価証券 721,320 721,672

その他 395,951 367,822

投資その他の資産合計 1,117,272 1,089,494

固定資産合計 7,287,180 4,676,161

資産合計 24,991,323 29,075,445

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 147,105 113,983

短期借入金 ※2
 5,830,000

※2
 5,906,000

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 607,900

※2
 668,300

未払法人税等 11,957 192,938

賞与引当金 33,276 17,972

関係会社整理損失引当金 － 44,644

その他 755,098 397,203

流動負債合計 7,385,336 7,341,041

固定負債

社債 ※2
 600,000

※2
 600,000
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

新株予約権付社債 4,025,000 4,025,000

長期借入金 ※2
 2,919,900

※2
 1,766,625

繰延税金負債 610,956 517,496

負ののれん 796 958

その他 116,372 114,751

固定負債合計 8,273,025 7,024,831

負債合計 15,658,362 14,365,873

純資産の部

株主資本

資本金 3,719,288 3,719,288

資本剰余金 2,916,173 2,916,208

利益剰余金 2,787,339 4,949,690

自己株式 △22,930 △22,845

株主資本合計 9,399,870 11,562,341

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △736,986 △661,845

繰延ヘッジ損益 － △20,031

為替換算調整勘定 △464 △11,383

評価・換算差額等合計 △737,451 △693,260

新株予約権 43,256 89,353

少数株主持分 627,286 3,751,137

純資産合計 9,332,961 14,709,572

負債純資産合計 24,991,323 29,075,445
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 3,260,155

売上原価 5,984,551

売上総損失（△） △2,724,396

販売費及び一般管理費 ※1
 911,509

営業損失（△） △3,635,905

営業外収益

受取利息 2,893

受取配当金 3,642

その他 17,252

営業外収益合計 23,788

営業外費用

支払利息 52,801

社債利息 2,872

持分法による投資損失 37,484

その他 69,698

営業外費用合計 162,856

経常損失（△） △3,774,973

特別利益

新株予約権戻入益 52,164

特別利益合計 52,164

特別損失

前期損益修正損 3,512

固定資産除却損 2,025

その他 820

特別損失合計 6,359

税金等調整前四半期純損失（△） △3,729,168

法人税、住民税及び事業税 5,358

法人税等調整額 1,012,202

法人税等合計 1,017,560

少数株主損失（△） △2,591,819

四半期純損失（△） △2,154,909

EDINET提出書類

アセット・インベスターズ株式会社(E00545)

四半期報告書

22/34



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △3,729,168

減価償却費 50,110

負ののれん償却額 △161

持分法による投資損益（△は益） 37,484

新株予約権戻入益 △52,164

受取利息及び受取配当金 △6,536

支払利息 55,673

売上債権の増減額（△は増加） △500,087

たな卸資産の増減額（△は増加） 407,995

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 5,168,960

営業貸付金の増減額（△は増加） 815,059

仕入債務の増減額（△は減少） 33,765

未払又は未収消費税等の増減額 △8,037

未払金の増減額（△は減少） △10,615

預り金の増減額（△は減少） 14,698

前受金の増減額（△は減少） 327,047

未収入金の増減額（△は増加） △55,049

その他 △136,585

小計 2,412,389

利息及び配当金の受取額 6,536

利息の支払額 △39,269

法人税等の還付額 51,401

法人税等の支払額 △181,779

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,249,278

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,705,829

有形固定資産の売却による収入 45,232

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △21,344

敷金及び保証金の差入による支出 △7,013

敷金及び保証金の回収による収入 2,648

その他 5,050

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,681,256

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △76,000

長期借入れによる収入 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △407,125

自己株式の取得による支出 △85

配当金の支払額 △27,968

財務活動によるキャッシュ・フロー 988,821
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 100

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 556,943

現金及び現金同等物の期首残高 1,758,812

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △129,374

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,186,381
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1）連結の範囲の変更

　当第１四半期連結会計期間より、佛山市南海新日紡紡織服飾有限公司、エーアイ・バ

リュー・パートナーズ投資事業有限責任組合及び有限会社エンプレオは、清算または

解散したため、連結の範囲から除外しております。

(2）変更後の連結子会社の数

　５社 

２．持分法の適用に関する事

項の変更

　該当事項はありません。 

３．会計処理基準に関する事

項の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、商品、貯蔵品については最

終仕入原価法、販売用不動産については個別法による原価法によっておりましたが、

当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として同様の原価法によ

るものの、貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定しております。

　これによる、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失、及びセグメント情

報に与える影響は、軽微であります。　

 

 

【簡便な会計処理】

 
 

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 　該当事項はありません。

  

 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　 　該当事項はありません。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,473,512千円
　
　

※２　担保に供している資産

営業投資有価証券 2,660,028千円 

たな卸資産（販売用不動産） 1,502,677 

建　物 1,061,179 

信託建物 1,817,865 

土　地 1,820,057 

信託土地 773,000 

合　計 9,634,808 
　

　　　上記に対応する債務

短期借入金 2,340,000千円 

１年以内返済予定の長期借入金 532,900 

社　債 600,000 

長期借入金 1,399,900 

合　計 4,872,800 
　

 

 

―

  

 

 

 

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,429,422千円
　
　

※２　担保に供している資産

営業投資有価証券 2,478,740千円 

たな卸資産（販売用不動産）  1,921,853 

建　物 957,533 

土　地 1,820,057 

合　計 7,178,186 
　

 

 

　　　上記に対応する債務

短期借入金 2,670,000千円 

１年以内返済予定の長期借入金  618,300 

社　債 600,000 

長期借入金 1,616,625 

合　計 5,504,925 
　

 

 

※３　有形固定資産の保有目的の変更

従来、有形固定資産として保有していた建物、土地の

一部について、販売用に保有目的を変更したため、下記

のとおり、たな卸資産に振替えております。

たな卸資産（販売用不動産） 392,052千円 
　

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給与手当 264,741千円

賞与引当金繰入 1,926 
　

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第　四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,186,381千円

現金及び現金同等物 2,186,381 
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（株主資本等関係）

  

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

 

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式  82,291千株
 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式  141千株
 

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　新株予約権の四半期
　連結会計期間末残高

　　　　　43,256千円（親会社 40,355千円　連結子会社　2,901千円）

　　（注）平成19年7月10日付取締役決議の新株予約権につきましては、権利行使期間の初日が到来しておりませ
ん。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月13日

取締役会
普通株式 41,075 0.5平成20年３月31日平成20年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日） 

 
マーチャント・バ
ンキング事業
（千円）

ホスピタリティ＆
ウェルネス事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,289,694 970,4603,260,155 － 3,260,155

(2）セグメント間の内部売上高ま

たは振替高
75,151 － 75,151(75,151) －

計 2,364,846 970,4603,335,307(75,151) 3,260,155

営業損失(△) △3,421,144△39,625△3,460,769(175,135) △3,635,905

　（注）１．事業区分の方法

事業は、当社グループの企業理念及び事業内容を考慮して区分しております。

２．事業区分の変更

当第１四半期連結会計期間より、繊維事業の撤退に伴い金額が僅少になったことから「その他事業」の区分

を廃止いたしました。

３．各区分に属する主要な業務内容、サービスの内容

事業区分 主要製品

マーチャント・バンキング事業
投資業務（不動産、企業株式、企業向け貸付等）、投資ファンド運営業務、

不動産賃貸業務、その他業務

ホスピタリティ＆ウェルネス事業
ホテル及びボウリング場等のアミューズメント施設の経営、公営施設の運

営受託

 

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日） 

　本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占

める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメントの記載を省略しております。 

　 

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日） 

 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 796,793 796,793

Ⅱ　連結売上高（百万円） － 3,260,155

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 24.4 24.4

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　　　　　アジア　　　中国、香港、台湾

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に

比べて著しい変動が認められます。

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表計上
額（千円）

差額（千円）

(1）株式 2,492,385 1,835,057 △578,848

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 2,492,385 1,835,057 △578,848

 

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。 
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（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

１．ストック・オプションに係る当第１四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　販売費及び一般管理費　6,066千円 

 

２．当第１四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

 
株式会社アセット・オペレーターズ
平成20年ストック・オプション

第５回新株予約権

 付与対象者の区分及び人数  株式会社アセット・オペレーターズ従業員 17名

 株式の種類別のストック・オプションの付与数  普通株式　29株

 付与日  平成20年５月30日

 権利確定条件

 　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、発

行会社（株式会社アセット・オペレーターズ）の従業員の地

位にあることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退

職等その他正当な理由ある場合はこの限りではない。

　その他条件は、株主総会及び新株予約権発行の取締役会決

議に基づく、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で

締結した「新株予約権割当契約書」の約定による。

 対象勤務期間  自平成20年５月30日　至平成22年５月30日

 権利行使期間  自平成22年５月31日　至平成27年５月30日

 権利行使価格（円） 67,693

 付与日における公正な評価単価（円） －

（注）付与日における公正な評価単価につきましては、発行会社が未公開会社であるため、公正な評価単価に代え本

源的価値の見積もりによっておりますが、付与日における発行会社のストック・オプションの本源的価値はな

いため、記載しておりません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 105.45円
 

１株当たり純資産額 132.31円
 

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △26.23円

 

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額  

四半期純損失(△)（千円） △2,154,909

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失(△)（千円） △2,154,909

期中平均株式数（千株） 82,150
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（重要な後発事象）

 

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　平成20年７月８日取締役会決議に基づき、次のように新株予約権を発行しております。

(1)発行数

　新株予約権440個

(2)発行価格

　無償

(3)発行価額の総額

　21,560,000円

(4)新株予約権の目的となる株式の種類及び数

　当社普通株式　440,000株

　（新株予約権１個当たり1,000株）

(5)新株予約権の行使に際して払い込むべき金額

　新株予約権１個当たり49,000円

(6)新株予約権の行使期間

　平成22年７月９日から平成25年７月８日まで

(7)新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時まで継続して、当社の取締役、監査役若しくは従業員の地位にあることを要

する。ただし、任期満了による退任、定年退職等その他正当な理由ある場合はこの限りではない。

　その他条件は、株主総会及び新株予約権発行の取締役会決議に基づく、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で

締結した「新株予約権割当契約書」の約定による。

(8)新株予約権の行使により株券を発行する場合の当該株券の発行価格のうちの資本組入額

　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項に従い算出さ

れる資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額とし、計算の結果１円未満の端数を生じるときは、その端数を切り上げた額

とする。残額は資本準備金に組み入れるものとする。

(9)新株予約権の譲渡に関する事項

　新株予約権の譲渡、質入その他処分はこれを認めない。

(10)割当対象者の人数及びその内訳

　当社従業員22名 
 

　　

 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年８月13日

アセット・インベスターズ株式会社

取締役会　御中
 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　茂善　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柏木　　忠　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアセット・インベス

ターズ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アセット・インベスターズ株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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